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対照群は， New Zealand 白色家兎にへルペスウイルスの浮遊液に用いた 5%牛胎児血清添加イーグル
氏培養液をヘルペスウイルス接種群と同量接種した群とした。
[結果および考察]






眼病変が出現した。しかし，これらの出現頻度は， 5 --15% と接種群に比して，有意に低率であった。
なお，これらの出現原因については不明である。
ヘルペスウイルスの分離同定は，涙液擦過標本において，接種後 2-..7 日目に，接種側眼の88%，反
対側眼の19%，穿刺前房水よりは，接種後 3 ， 4 , 5 , 6 , 8 日目に，接種側眼のみに陽性であった。ま
た，連続 5 日間採取した前房水よりのへルペスウイルスの検出実験では，接種後 3-..4 日目に陽性の出
現のピークを認め，陽性の平均持続期間は2.0日であった。濃度10 3 p F U/MLのへルペスウイルス接
種後の涙液洗浄法による採取涙液におけるへルペスウイルス力価は，接種側眼において平均4.0X10 3 P 
FU/eye，反対側眼において平均2.7X10 3P F U/eyeであった。
本モデルにおいて上頚部交感神経節に接種されたへルペスウイルスは，涙液および前房水中よりへル
ペスウイルスが検出されたことおよび眼病変の発生時期からみて，交感神経系を介して眼組織に伝播し
眼病変を引き起こしたと考えられる。
[総括]
実験的に上頚部交感神経節に感染性へルペスウイルスを接種することにより，眼組織に直接侵襲を加
えることなく眼病変を引き起こすとともに，前房水中，涙液擦過標本よりへルペスウイルスを検出する
動物モデルを確立した。特に，実験的モデルにおける前房水中よりの感染性へルペスウイルスの検出は，
文献上初めてのものである。
論文の審査結果の要旨
へルペスウイルスによる眼感染症の発症にいたる形式として，感染成立後の神経節内での潜伏感染が
眼科臨床上重要と考えられている。しかし，その機転については，いまなお未知の点が多い。これらの
研究の第一歩として確実な動物モデルの開発が必須であるが，現在その要求を満たすに足る動物モデル
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は未だ得られていない。本論文において著者らは，自律神経系の上頚部交感神経節という眼組織より離
れた部分にへルペスウイルスを接種することにより，眼病変を発症させ，さらに眼組織における液体成
分である涙液，前房水からへルペスウイルスを分離同定できる動物モデルの開発に成功した。また，本
実験モデルによりへルペス性眼疾患における上頚部交感神経節の関与を証明した。これらは，今後の眼
科領域におけるへルペスウイルス感染症の研究に貢献するもので，本発表は，医学博士の学位を授与す
るに足るものである。
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